
                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                        

                                      

                                      

 

 

  

 

 

 

 

 

平成２９年５月 ＮＯ２ 

発行 門川町教育研究所 

所長 新 原 と も 子 

ＴＥＬ ６３－１５６６ 

五十鈴小学校内（教育相談室） 

門川町教育研究所だより 

かどっぴー・がわっぴー 

門川町教育研究所では、門川町の教育的課題である「確かな学力の向上」を図る取組の一つとし

て２７年度から「ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業」の研究・実践に取り組んできました。取組

３年目となる今年度はその研究を深化させ先生方へ普及推進すること、子どもたちがＩＣＴを活用

して学習を進めていく授業研究を実践し情報提供することを目指していきたいと考えています。 

その研究に取り組む町内６名の先生方を委嘱状交付式の様子とともに紹介したいと思います。  
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交付式で委嘱状

を受け取ったあと、

一人一人自己紹介

する研究員の皆さ

んです。 

今年度、新しく研

究員となったのは

４名です。昨年度か

ら継続する先生が

２名います。 

 

最後に、研究員を代表して西門川小学校

の吉田教頭がＩＣＴ教育の研究に力を合わ

せて取り組んでいく決意を述べました。 

所長講話 

 研究員会最初の研修は新原教育長に所長

講話をしていただきました。平成１１年度

開設から研究所が取り組んできた研究の歴

史について話され、「「方法は違うが登る山は

同じ「 一つ）である。」～確かな学力「・生き

抜く力を身に付けさせる～と強調されまし

た。研究所での研究は、全て門川町の子ども

たちのためにある。先生方にその普及を図

ることにある。と言えるでしょう。 

 研究員は原則として毎月３回、月曜日の勤務が終了したあと、五十鈴小学校内にある

教育研究所に集まり午後７時頃まで研究課題に取り組みます。年間合計３３回ほど研究

員会を行って研究成果をまとめ、研究発表大会、教育論文表彰式他、毎月の広報紙「「教育

研修情報」やこの「ふれあい」を通して情報提供し、その普及に努めます。 

 

 

研究員はこん

な形で１年間

活動します！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～～～返信欄（教育研究所便り「ふれあい」へのご意見やご感想をお聞かせください。）～～～ 

 ※学校の先生へお渡し下さい。（先生方へ～お手数ですが、研究員を通じて研究所までご送付願います。） 
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相談電話（門川町教育相談室） 
Tel･Fax ６３－１５６６ 困った時には，教育相談室に気軽に電話をしてください。 

 「勇気」がわくコトバ 
＊その１ ”できないんじゃない。やらないだけだ” 
～苦しくて逃げたいときに「できません」というのは、自分自身で妥協して諦めているだけだ 
と教えられました。結果はどうであれ、チャレンジすることの大切さに気付かされました。 

＊その２ ”できません”ではなく”やってみます” 
 ～できない事でも「やってみます」という心構えが大事と教えていただいた。 

５月はじめの大型連休も終り、新学期開始から一ヶ月以上が過ぎました。この時期に
なると、子どもたちも新しい環境に次第に慣れてきますが、その度合いは様々です。う
まく順応していく子どももいれば、歯車がちょっと噛み合わなくなり困り感が出てくる
子どももいます。 
４月号で「気になる子どもの変化」→「早期発見・早期対応」の 

記事を掲載しましたが、我が子は今日も元気に登校・笑顔で下校・ 
真っ直ぐ帰宅していますか？小さなサインを見逃していませんか？ 

「誰もが昔は生徒でした。教室で、グラウンドで、先生がくれた言葉に、いま、ありがとう！」。

ラジオ番組「「ありがとう、先生！」のナレーター純名里沙さんのナレーションです。この番

組が伝える、生徒に届けられた先生の言葉をまとめた本の一節を紹介します。 

〔出典：TOKYO「FM 発行「ありがとう、先生！」より〕 

 

 

 

 

家で学校の宿題をする児童生徒と

そうでない児童生徒の正答率には大

きな差があります。その差は小「・中と

も段階的であることがわかります。 

家で宿題をする習慣が、いかに大切

であるかがわかります。 

 昨年度の全国学力･学習状況調査での門川町小６児童･中３生徒の状況です。Ａが基礎、Ｂが応用問題の

平均正答率を示しています。本年度の状況は結果がわかり次第、お知らせしたいと考えています。 
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